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目的　西部開拓期にギルドはどのように使われ、どんな役割を持づていたのか、アメリ

カの歴史的背景をふまえて、さらに、開拓者の生活を記載した小説、日記などを資料と

して、ギルドの位置づけを明らかにした。
方法　主として、L. I.ワイルダーの小説を用い、ギルドの役割を収集、整理した。一

連の作品は、開拓者の両親や夫の話をもとに、自らの子供時代から結婚生活までの経験
を書き残した作品で、裁縫、服装、洗濯、食事、家作り、農作業、家畜の世話、冬仕度

など19世紀末の開拓者の生活が克明に描かれており、ギルドの記載も多い。
結果　ギルドは、未開の厳しい自然環境の中で身体を保護するために、また、簡素な家

や乏しい物資の中で生活を快適にし、特に女性にとっては、孤独で耐えがたい気持ちを
精神的に支えるものとして役割を果たしてきたことがわかった。旅の間は幌馬車や船の
中で、防寒具や壊れ物を包む道具として、キャンプ地では敷物としても使われた。フロ
ンティアの家ではペットカバーとしてだけでなく、ドアや部屋の境として代用された。

ギルドがいかに丸太小屋や芝土の家を家らしく飾るのに重要だったかを綴った記載は多
い。東部で育ち教育を受けた女性が開拓者には多かったので、ギルド作りなど針仕事の
しつけに、誇りをもって生きる女性の精神が反映されていた。また、西への移動が盛ん
であった時期に、家族や友人と別れる思いを込めてフレンドシップ・ギルドがたくさん

作られたことがわかった。
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　目的　衣服を商品化し、働く女性達に新市場を見出したのは、19世紀後半に活躍した米

国CD表服商であった。それでは、どのような衣服が、いかなる方法によって宣伝され、よ

り多くの女性達を魅了し、購買行動に駆り立てたのであろうか。服装史の研究分野におい
て、これまでこのような視点から婦人服が着目された事は、ほとんど無かったと言えよう。
　そこで、本研究では、まず、縫う事から購入する事へ、衣服の購入方法を代えつつあっ

た女性達の諸相を、価格、生産高、被服費の３点に着目し、検証する事を目的とする。
　方法　初めに、衣服商の経営規模を掴むため、国勢調査の企業数、生産高、従業員数等

　-の統計値を検討した。次に、衣服産業の中心地ニューヨークに着目し、実際の宣伝方法及
び商品の価格を明確にするため、「THE NEW YORK TIMES」紙に掲載された婦人服の公告を

1851年から1900年まで丹念に調査した。更に、家計費における被服費と比較するため、家
計調査と国勢調査の賃金データーより、働く女性の被服費の算出を試みた。

　結果　1860年にはすでに、家族経営的な仕立屋と30～40人の従業員からなる工場を持つ
衣夏而が営まれ、一旦南北戦争によって打撃を被ったものの、80年代の生産高の9300万ド

ルの増額が示すように、産業は飛躍的に進展していった。このような状況下で、広告には、
値下げの表示等各社の宣伝意欲が辰り、38セントから17ドル50セントのシャツ・ウエスト

の大流行が示す様に、豊富な品揃えが広範囲な女性津を魅了したと考えられる。それらに
対し働く女性の被服費は、衣服商の場合、非熟練工の41ドルから管理職の117ドルで、ニ

ューヨークでは収入に応じて衣服を購入できる環境が整っていたという結果が得られた。
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